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 市民の皆様の知識や経験、技術などを生かし、まちづ

くりや地域課題の解決策を提案する市民協働プロジェク

ト「まちづくり市民研究所」も、今回で第５期を迎えま

した。 

 今期のテーマは、「ＡＩ，ＩｏＴでくらしをイノベーシ

ョン!!」です。「ＡＩ」や「ＩｏＴ」という言葉が聞かれ

るようにはなったものの、なかなか分かりにくいという

のが現状です。実は身近にありながら、まだまだ新しい

概念であるということは、皆さんのアイデアが身近な生

活の中でイノベーションを起こす可能性があるというこ

とです。長岡においても、産業界で意識改革が進み、中

心市街地の活性化にもイノベーションの概念が進んでい

ます。これからは、多くのジャンルで様々な人々が関わ

り、サポートし合い、イノベーションが起こる社会や地

域をつくることがとても大切なのだと思います。 

 このテーマのもと、10 名の市民研究員が、およそ１年

間にわたり調査・研究を進めてきました。市民研究員が

それぞれの立場で考えた様々な提案がありましたが、最

終的に２つの提案に絞り、まとめ上げるまで、迷い、悩

み、考え抜きました。どうぞ、その想いを感じとってい

ただけたら幸いです。 

 湯川、土田両ディレクターをはじめ、市民研究員の皆

様の長期にわたるご努力に感謝いたしますとともに、こ

の提案が長岡の成長とともに、多くの方々の生活に生か

されることを願っています。 

 

まちなかキャンパス長岡 

 まちづくり市民研究所 所長 

ごあいさつ 
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 近頃、人工知能（Artificial Intelligence, AI)や

物のインターネット（Internet of Things, IoT）と

いった言葉が、専門的な書物だけでなく、一般の雑誌・

書籍やＴＶ・ラジオのニュースに頻繁に登場するよう

になっている。 

ＡＩ は、人工的な装置であるコンピュータに、あた

かも知能があるように振る舞わせるための技術の総

称ととらえることができる。 

そもそもコンピュータは、他の電気回路、電子回路、

機械などに比べれば充分に知的な動作をする装置で

はある。しかし、人間が動作の手順を厳密かつ正確に

書いて（これを「プログラム」と呼ぶ）入力する必要

があるし、それに忠実に従った動作しかできない。こ

のため、複雑な計算や仕事を正確かつ高速に処理でき

るものの、「融通が利かない」、「石頭」、「教えられた

事しかしない」と感じられるのが従来のコンピュータ

である。また、動作手順を厳密・正確で矛盾なく考え

て記述する人間をプログラマと呼ぶが、一昔前は「30

歳が定年」と言われた程に（精神的に）過酷な職種で

ある。 

このように、コンピュータには様々な課題があるわ

けだが、課題があるならば、それらを解決しようと考

えるのが人間（技術者や研究者）である。厳密・正確

な手順のプログラムを人間が作らなくとも仕事をし

てくれるようなコンピュータ、人間が普段話す言葉で

出した指示を実行できるコンピュータ、融通が効くコ

ンピュータ、教えられなくとも自分で学ぶコンピュー

タ、そのようなコンピュータの実現を目指して、1960

年代から様々な技術が考案されて来た。これらの技術

を総称してＡＩ 技術と呼んでいる。ただし、「これさえ

入れれば万能で賢いコンピュータができる」という

「決定版」の技術は、実は未だに確立されていない。

とはいうものの、これらの技術は急速に進歩しており、

やりたい仕事に対して適切な技術を用いれば、従来の

コンピュータでは考えられなかったような「賢い」動

作をしてくれるようになっている。 

このように、ＡＩ によれば、賢い処理が可能になる 

のだが、そのためには重要な前提がある。それは、ＡＩ

が必要とする情報がコンピュータに取り込める形式

になっているということである。 

たとえば、歩いた歩数や運動した時間に基づいて、

健康維持のためのアドバイスをするＡＩ システムが

あったとしても、歩数や運動の状況をシステムが取り

込むことができなければ、ＡＩ と言えどもアドバイス

をすることはできない。もちろん、万歩計の数値を人

間が読み取ってパソコンに入力したり、寝る前に今日

は運動を何分間したかを思い出して入力することで

も可能であるが、おそらく多くの人は面倒になって、

三日坊主になってしまうだろう。では、加速度センサ

を内蔵したブレスレットを常に身につけておき、その

ブレスレットが通信機能を持っていて、加速度データ

をシステムに送るようにすればどうだろうか。こうす

れば、人間が特に意識せずとも、システムが送られて

来た加速度の変化から歩数や運動状態を推定して、そ

れに基づいて健康アドバイスを提供することが可能

になる。このように、センサと通信機能が搭載された

デバイス（この例ではブレスレット）が、インターネ

ットを介してデータを送受して、人間や社会にとって

便利なサービスを提供する仕組みを総称して「物のイ

ンターネット（Internet of Things, IoT）」と呼んで

いる。 

人間によってデータや情報を入力されるコンピュ

ータに対し、相互にそれらを交換する仕組み（インタ

ーネット）を持たせただけでも、私たちの生活、会社、

社会のあり方は大きく変容させられてきた。インター

ネット通販などが良い例である。このようなサービス

の登場により、小売業や流通業は、ビジネスそのもの

の再定義を迫られている。 

ここで、コンピュータが、多彩で大量のデータ・情

報を人手を介さずに採集し、それらの処理に柔軟性や

自律性を備えるようになったら、さらに私たちの暮ら

しは大きく変わることになるであろう。 

ＡＩ や ＩｏＴ について報道は、産業に関するものが

多いが、上述したように、これら技術は、産業を変革

ＡＩ，ＩｏＴ時代における市民のくらし・社会の課題  01 
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するだけでなく、私たちの普段の生活や地域社会の有

り様をも大きく変革させる可能性を持っている。 

私たちの生活や社会の有り様は、時代とともに変容

して来ている。人々がより快適で便利な生活ができる

よう社会を変化させて来たのではあるが、その反動と

して核家族化、高齢化、過疎化、地域コミュニティの

希薄化、などの課題も顕在化している。とはいえ、こ

れらの問題を解決するために、昔の生活や社会に戻す

ことはナンセンスである。ＡＩ，ＩｏＴ を活用すること

で、これらの問題に一定の解決をつけつつ、より快適・

便利な生活を実現することができるかも知れない。 

（ディレクター 湯川高志） 
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 私たちの生活スタイルや社会の有り様は、時代とと

もに変容して来ている。快適で便利な暮らしを追求す

るのは、当然のことであり、実際に、戦後の日本人の

暮らしは、急激に変わっている。昭和 30 年代の生活

を懐しむような映画やテレビドラマがヒットするの

は、それだけ社会が大きく変わったことの証左であろ

う。 

しかし、快適・便利な生活の一方で、様々な課題も

顕になって来ている。個々人の生活では、核家族化に

よって家庭内における煩わしい人間関係から解放さ

れた一方で、助けが必要な状況に陥っても頼ることが

できる人がいない、ということが問題となる。これに

高齢化の進展が加わることによって高齢者だけの世

帯が増加し、本来援助が必要な場面においても我慢せ

ざるをえず、生活の質が低下するような状況となりつ

つある。 

地域コミュニティにおいても、様々な行事への参加

を負担と感じる人が多くなり、町内会組織の維持が難

しくなって来ている。このために、町内会がこれまで

担っていた地域での相互扶助が成り立たなくなって

いる。このため、核家族化の場合と同様、困った時に

地域からも助けが得られないという状況になってい

る。 

交通手段が発達し、国内・海外を問わず、人や物の

行き来が容易になった。これは良いことではあるが、

一方で、人口の流出や地域産業の空洞化という問題を

引き起こしている。移動の容易化を活かして、国内外

の観光客を誘引することができれば、地域のにぎわい

につながるが、長岡花火を除き地域の観光資源に観光

客を引き付けることができていないのが現状である。 

暮らしが様々な側面で変容して来た一方で、長年解

決されていない生活上の課題もまだまだ残されてい

る。長岡市では、特に降雪による問題が大きな課題で

ある。交通障害が起こったり、除雪作業に労力がかか

るうえ、事故の可能性もある。 

これまで見て来たように、私たちの暮らしや地域社

会には、多くの課題が残され、また、新たに顕在化

し 

て来ている。前節で述べたように、ＡＩやＩｏＴ は、

暮らしや社会を変革する潜在力を持っている。そこで、

暮らしや社会の課題を明確化して、ＡＩやＩｏＴ の技

術をうまく活用して課題を解決する方法を考えるこ

とができれば、私たちの生活が今よりもさらに快適で

豊かになると期待できる。 

以上のことから、今期のまちづくり市民研究所では

「ＡＩ，ＩｏＴ でくらしをイノベーション！！ 」と題し、

身近な生活、地域やコミュニティの活動、長岡らしさ

を活かす活動において、市民研究員の皆さんに現状の

課題を発見してもらい、それをＡＩ，ＩｏＴ を活用して

解決する方法を考案してもらうことを趣旨とした。市

民研究員の皆さんには、市民としての目線で課題を見

つけだすとともに、その解決方法を提案してもらい、

それを受けて自治体や地域の企業が実際にサービス

や製品を実現し、市民生活をより快適に豊かにするこ

とを期待している。 

（ディレクター 湯川高志） 
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1．市民研究所の目的 
 

 まちなかキャンパス長岡は、誰でも気軽に受講でき

る「まちなかカフェ」、学びを深める「まちなか大学」、

自らテーマを持ち主体的に個人研究を行う「まちなか

大学院」と、ステップアップする講座体系を基幹とし

ている。それらの集大成として、まちなかキャンパス

長岡で学んだことを活かし、市民協働により地域社会

における具体的な課題解決に取り組むプロジェクト

として、「まちづくり市民研究所」が位置付けられて

いる。 

まちづくり市民研究所では、さまざまなテーマに対

して調査・研究を行い、その成果を行政や市民に提案

することで、市民協働によるまちづくりを目指してい

る。また、まちなかキャンパス長岡で得た「学び」や

知識、技術、経験を活かし、地域社会へ還元するため

の実践の場として、長岡の人が育つまちづくりにつな

げている。 

 
 

2．市民研究所の体制 
 

 2017(平成 29)年 10 月 25 日(水) 午後７時から、ま

ちなかキャンパス長岡において、今回の市民研究所の

事業説明会を行った。21 名の参加があり、湯川・土 

田両ディレクター及び事務局から、今回のテーマとそ

の主旨、活動の概要などの説明が行われた。 

 

 その後、市民研究員の公募を行い、面接による選考

を行った結果、最終的に 10 名（男性４名、女性６名）

を研究員とすることとした。市民研究所の体制として、

全体を総括し市民研究員を指導するディレクターや、

面接及び団体推薦により選ばれた市民研究員のほか、

以下からも参画いただいた。 

(1) オブザーバー 

 最終的に政策提案を行うことから、その提案が市の

施策に反映されやすいように、また、市の施策から大

きく逸脱しないように、市の関連部局からの参加を依

頼した。今回、「ＡＩ，ＩｏＴ 」がテーマであることから、

長岡市商工部産業政策課イノベーション推進室（2018

（平成 30）年４月から産業イノベーション課）、同部工業

振興課、総務部情報システム管理課から協力いただき、

各回の会議に参加し積極的に助言をいただいた。成果

報告会では、政策監兼イノベーション推進監及び商工

部次長、各課長から出席いただき、忌憚のない意見を

もらい、指導していただいた。 

(2) アシスタント 

 市民研究員の補助に加え、ディレクターや事務局か

らの指示による作業のためアシスタントを設置した。 

(3) 事務局 

 まちなかキャンパス長岡運営協議会事務局の職員

がその事務にあたった。 

 このような体制で、平成 30 年１月６日(土)の委嘱

式から第５期の活動がスタートした。[表Ⅱ-1] 

 

研究の目的と  体制  01 

表Ⅱ-1 まちづくり市民研究所第５期体制 

所長 まちなかキャンパス長岡 学長 羽賀友信 

ディレクター 

 

長岡技術科学大学 教授 湯川高志 

長岡造形大学 教授 土田知也 

市民研究員 10 名 

オブザーバー 

 

 

長岡市商工部産業政策課イノベーション推進室（2018（平成 30）年４月から 産業イノベーション課） 

長岡市商工部工業振興課 

長岡市総務部情報システム管理課 

アシスタント 長岡造形大学大学院生 菊池明 

事務局 まちなかキャンパス長岡運営協議会事務局（長岡市市民協働推進部市民協働課内） 
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1．会議の開催及びグループ分け 
 

 会議は、まちなかキャンパス長岡を会場に、月に１

～２回実施した（具体的な日時はⅤ資料編を参照）。

会議には、ディレクターをはじめ、市民研究員、オブ

ザーバー、アシスタント、事務局が参加。平成 30 年

３月までは、一定の知識の蓄積と現状の把握、課題の

確認とその共有を目的に、ディレクターのほかに外部

講師を招いて講義を行い、ＡＩ，ＩｏＴ とはそもそも何

なのか、実際の活用例、とりまく環境、そして何がで

きるのかを学んだ。 

 平成 30 年３月にグループ分けを行い、ＡＩ，ＩｏＴを

身近な生活に活かす研究を行う「なちゅらるぐみ」と、

ＡＩ，ＩｏＴ により地域や観光資源、長岡らしさを活か

す研究を行う「魔法の杖」の２グループでの活動が始

まった。以降、グループワークを中心に進めていった。

[表Ⅱ-2] 

 
 

2．中間報告会の開催 
 

 第５期がスタートしてから約半年が経過した６月

26 日(火)、まちなかキャンパス長岡４階交流広場に

て、中間報告会を開催した。これまで各グループで検

討してきた内容などを中心に報告を行った。 

 この中間報告会は、現状・進捗状況の把握、課題や

疑問点の共有の意味合いが強かったが、オブザーバー

から、これまでの研究過程や提案について、多くの意

見やアドバイスがあり、これからの研究のヒントとな

った。 

 中間報告会以降、４か月後の成果報告会に向け、引 

き続きグループワークを中心に進めつつ、各グループ

が個別に集まり、それぞれの課題について検討を重ね

た。成果報告会の前にリハーサルを実施し、ディレク

ターやオブザーバーからのコメントやアドバイスを

参考に、発表内容や発表時間の最終調整を行った。 

 
 

3．活動の支援 
 

 市民研究所の会議等には、必ず事務局が出席し、各

種連絡事項の伝達などを担当した。また、訪問の際に

は、先方への連絡・調整等のサポートも実施しながら、

議論や活動が円滑に進むような配慮がなされてきた。

アシスタントは、議事録の作成や資料整理などの補助

業務に従事した。 

 また、研究員一人ひとりに若干ではあるが活動費を

用意し、資料収集や連絡、移動などにかかる経費を支

援してきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動の経過  02 

表Ⅱ-2 グループ編成 

なちゅらるぐみ 

（身近な生活に活かす研究 ） 

池戸煕邦、木村春美、立石邦仁、田邉あゆみ、丸山歩 

 

魔法の杖 

（地域や観光資源、長岡らしさを活かす研究） 

小黒知佳、関根愛子、太刀川剛、平賀仁、横坂美喜 
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Ⅲ サービス/システムの提案  
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身近な生活に活かす 

ちょいのせマッチングサービス「ｎｏｒｉＡＩ」（のりあい） 
提案者 なちゅらるぐみ （池戸煕邦、木村晴美、立石邦仁、田邉あゆみ、丸山歩） 

01 
提案  

チーム「なちゅらるぐみ」は身近な生活にＡＩ，ＩｏＴを活かす研究としてスタートした。 

テーマを決めるために、それぞれが生活するうえで身近だと感じる事を出し合い、その中でも

地域社会で暮らすうえで必要な「コミュニティ」や「助け合い」に焦点をあてて研究することに

なった。 
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「ｎｏｒｉＡＩ」とは、例えば高齢者や子どもなど車での移動が難しい移動困難者と送迎ボラン

ティアをつなぐマッチングサービスである。 

特徴的なのは、ボランティアとはいえ濃い関係性を築く必要が無く、隙間時間などに気軽に行

えること、さらに実費相当分の対価が得られるという点である。 
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ＡＩ，ＩｏＴを活かして解決したい、現状のコミュニティの問題点とは何か。 

まず、普段の生活の中でどのような課題があるのかを検討した。少子高齢化・人口減少・核家

族化等の社会的要因に加え、情報通信技術の発展やインターネットの普及により、サービスが多

様化し、個人で行えることが増えたことで、人と人とのつながり、特に地縁に由来する「地域型

コミュニティ」の希薄化が進んだ。結果として、ここ数年で私たちの生活様式は大きく変化し、

誰かと助け合うことが必要なときに、助け合う術が無く困ってしまうという問題（孤立化）が生

まれていると考えた。 
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そこで、コミュニティづくりの助けとなるＡＩ，ＩｏＴを検討することとした。 
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コミュニティの希薄化が進んだのは、私たちが従来のコミュニティによる人間関係の濃密さ

を煩わしく感じていたためである。コミュニティが希薄化、孤立化したことにより、煩わしい人

間関係を持たなくても生活できるようになったのである。 

一方、現実問題として、普段の生活の中で自分ひとりで解決できないことも多々ある。やはり

「困る時はあり、助けが必要な時もある」。 

そこで、面倒になるほど濃密過ぎないが、助け合いは交わされる丁度良いバランスで人と人と

のつながりを構築できるサービスを模索し、具体化していくことにした。 
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研究の目標は、 

・コミュニティとして困り事を解決するサービスを検討する 

・長岡市民全員が享受できるものである 

・従来の地縁に由来する「地域型コミュニティ」ではなく、地縁という枠を超えて、ニーズを

通してつながる「ニーズ型コミュニティ」を想定 

 

さらなる目標として、長岡市がより暮らしやすいまちとなり、人口増・税収増となり、社会課

題の効率的な解決によって行政支出の削減になることも見据えている。 
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同時にクリアしなければならない課題として、従来の地域型コミュニティのやっかいな側面

として見受けられる面倒くさいウェットな人間関係を抜きとして、気軽に困り事を解決できる

サービスでなければならない。 
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今回のシステムによって私たちが提案するコミュニティツールの特徴は、最低限の関わりを

提供する「ドライ」な関係性であり、助ける側と助けられる側それぞれにメリットがあること、

ちょっとした困り事を誰もが気軽に助け合えるものであることである。 
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コミュニティというと地縁にしばられていたが、ＡＩ，ＩｏＴといったＩＴ技術を活用して、個

人個人のニーズに即したつながり、つまり「ニーズ型コミュニティ」を改めて構築したい。 
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システムの仕組みの概要 

 

困っている人が何らかのデバイスで困り事を発信すると、ＡＩが困り事を分析し、どこに情報

発信すればよいかを判断し、既存の行政サービスを紹介したり、条件に合うお助けマン（助ける

側）とマッチングさせ、市民間の助け合いをコーディネートする。 
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考えられる対価の例として、長岡市電子マネーポイントを挙げる。 

 

助けられる人（移動困難者）がシステムの運営側（この場合は長岡市）から長岡ポイントを購

入し、助ける人（送迎ボランティア）への対価の支払いは、長岡ポイントをシステム上でやり取

りする。たまったポイントは市内で使えるか、物品に交換できる。 
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中間発表後、システムをより具体的に考えるため、ヒアリング調査を行った。 
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長岡市ファミリーサポートセンターは、地域で子育ての支援をするために、育児の援助を受け

たい方（依頼会員）と育児の援助を行いたい方（提供会員）が会員登録し、助け合いながら活動

する組織である。 

 

長岡市社会福祉協議会は、ボランティア銀行という事業で高齢者や身体の不自由な方とその

家族が日常生活で困った時に、事前に会員登録した同じ地区の人々に手助けをしてもらう福祉

サービスである。 
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長岡市ファミリーサポートセンターが会員同士の仲介を行っており、保育施設の開始前・終了

後の子どもの預かりや、保護者の病気・急用の場合の子どもの預かりなどをサポートしている。

依頼会員は、生後２か月から小学校６年生までのお子さんがいる方を対象としており、提供会員

は、子育ての援助を行いたいボランティアである。 

厚生労働省の管轄ということもあり、研修会と講座の受講を徹底しているため、登録のハード

ルが高く、提供会員として実際に援助してくれる方は少数の限られた方となっていることや、一

時預かりのみで送迎や届け物の援助を行っていないことが課題である。また、最近は様々な子育

て施設が整備され、保護者が対応できる社会になってきたため、近年は利用者が少なく、毎日は

稼働していないという現状が分かった。 
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長岡市社会福祉協議会は、ボランティア銀行という事業を運営している。高齢者や身体の不自

由な方、ひとり親家庭の方が日常生活で困った時に、事前に会員登録した同じコミュニティセン

ター地区単位の協力会員に手助けをしてもらう福祉サービスである。 

主なサービスの内容は、家事のお世話や介助、相談相手であり、手助けをする協力会員には謝

礼金等（１時間につき 300 円または将来において同サービスが利用できるポイントのいずれか

を選択）が支払われる。協力会員は、コミュニティセンターの事業に理解をもって協力してくれ

るボランティアの方で、コミュニティセンターの福祉担当者が仲介役を行っている。 

コミュニティセンター単位での助け合いとなるため、地域毎に稼働の差があり、地域を超えた

希望は受け付けていないことや、協力会員の数が足りていないことが課題である。ニーズの高い

送迎サービスは、自家用車による無償の福祉送迎サービス事業として行っているが、道路運送法

の制限により、利用者は要介護、要支援者や障がい者に限定され、行先も医療機関に限定されて

いるのが現状である。 
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ヒアリング結果により、ニーズが高いがボランティアの足りていない「送迎サービス」に特化

した助け合いサービスシステムを作ることにした。 

 

既にＡＩ，ＩｏＴを使い海外で運用されている配車サービス「Ｕｂｅｒ」や、都内で運用されてい

る相乗りサービスの「ＣＲＥＷ 」を参考にする。 
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ＣＲＥＷ もＵｂｅｒも本来はどちらも一般人が運転手になれる相乗りサービスを提供している

が、日本ではＵｂｅｒの相乗りサービスは白タク行為にあたるため、Ｕｂｅｒは様々な高級車（ハイ

ヤー）を手配するサービスに限定されている。 

そのため今回は相乗りサービスが採用されているＣＲＥＷ を調査することとした。 
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ＣＲＥＷ が白タク行為として見なされないのは、実費以外の手数料は強制支払いではない「チ

ップ」の扱いになるためである。 
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一般人同士がなぜ問題無くやりとりできているのか。 

運転手の審査基準がとても厳しく、面接や書類審査のほか、ＳＮＳ（フェイスブック、ツイッ

ター、インスタグラム等）による情報連携など、徹底した審査を行っているからである。ＳＮＳ

連携は、ＳＮＳと情報を連携させることにより、万が一問題が生じた場合に簡単にＳＮＳ上で評

価が掲載されてしまうことから、事前のトラブル抑止に役立っている。 
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厳しい登録者審査のもと、さらに相互評価システムを採用することによって信頼度の高い評

価が得られるようになる。そうすることで評価の低い利用者は採用頻度が下がり、高い評価の利

用者たちがマナーよく活用する場になる好循環が生まれている。 
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そこで改めて提案するのが、ちょいのせマッチングサービス「ｎｏｒｉＡＩ（のりあい）」であ

る。 
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利用者を運転のできない高齢者や学生に絞ることで、移動困難者と送迎支援者とのボランテ

ィアマッチングサービスと位置づける。 
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ＣＲＥＷ と異なる点は、アナログユーザーにとても優しいシステムということである。市民誰

もが使用しやすいサービスにするために、アナログ世代もわかりやすい利用方法にする。 

また、対価をもらうことで、送迎ボランティアにも「人を助けた」という満足感や、ガソリン

代程度の対価を受け取るといったメリットがある。 
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安心して利用できるサービスにするため、事故発生時の保険や、利用者の信頼の担保の仕組

み、円滑な対価支払いの仕組みを組みこむ。 
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乗車５ｋｍごとに 100 円の対価であれば、20ｋｍ乗ると 400 円となり、バス代と同程度となる

よう設定する。 

また、車両チャーターによる支払いではないため、複数人が同時に利用した場合でも、大人子

ども関係なく、１人ずつ支払いをする。 
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このサービスの利便性はＡＩに集められる情報量に比例する。 

ユーザーを増やすことがサービスの充実につながるため、いかに普及させるかが重要になる。 
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この送迎ボランティアサービスを他の困り事へも応用してサービスを広げていけば、様々な

ことが円滑化していくまちになるのではないか。 
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将来的には、研究当初目標としていた、ちょっとした困り事すべてがひとつのマッチングサー

ビスで解決できるようになると考える。 
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